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1. はじめに 

児島湾締切堤防は、岡山県南部に位置する児島湾干拓地の農

業用水を確保し、高潮による浸水被害を防止するため、昭和 36 年

度に完成した排水樋門を有する農林水産省所管の国有施設であ

る。児島湾沿岸地区は「南海トラフ地震防災対策推進地域」に指定

されており、本工事は排水樋門の耐震化対策を行うものである。耐

震化対策は、炭素繊維シート巻立や戸当り更新工等、仮締切を設

置しドライアップ後に施工をする必要があった。本稿では、仮締切

工の構造及び設置における課題と解決方法について報告する。 

 

2. 仮締切工構造概要 

排水樋門は約 1 日 1 回開閉門するため、排水樋門を供用させな

がら耐震化工事ができる仮締切が必要であった。排水樋門は全 6

門あり、出水期(5 月~10 月)は 6 門運用、非出水期(11 月~4 月)は 4

門運用となる。よって、出水期には排水樋門を挟んで仮締切を設置

し、非出水期には仮設ゲート設置・排水樋門 2 門開門後仮締切を

接続することにより、排水樋門を供用維持しつつ施工を行う計画と

した。仮締切 3D モデルを図-2 に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

3. 仮締切工施工における課題と対策 

 仮締切工施工時の課題・対策を以下に示す。 

① 上部に 1 日約 1.5 万台走行する管理用道路があり、クレーン等を使用出来ないため、狭隘な空頭制限下での仮締

切の設置や撤去が必要 

⇒仮締切下部をバラスト構造とし注排水することで浮力を持たせ、クレーンなしで設置撤去ができる構造とした。 

② 水深が浅い区域内において、吃水等を踏まえた最適な仮締切組立方法・運搬経路の選定が必要 

⇒仮締切の浮力調整による吃水コントロールと、運搬経路の水深調査・浚渫により、低水深箇所での水上運搬を可能

とした。 

③ 飛行場に隣接するため湖側作業ヤードには空頭制限があり、仮締切の効率的な組立解体が必要 

⇒隣接飛行場の空頭制限によりヤードでの仮締切地組ができないため、仮締切の浮力を利用し水上組立を行った。 

図-1 仮締切設置イメージ図 

写真-1 締切堤防排水樋門位置 

図-2 仮締切構造 3D 図 
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4. 仮締切工水上組立・設置工事 

仮締切組立・設置にあた

り、3D モデル図を作成し、

既設構造物との干渉確認

及び施工 STEP の確認を

行った。仮締切設置計画

3D モデルを図-3 に示す。

排水樋門閉門中に作業を

行う必要があり、事前に綿

密なタイムスケジュールお

よび現地でのロールプレイ

による作業手順確認を行っ

た。組立は 60tRC にて行

い、仮締切函体着水後、水

上にて函体間接合作業を行

った。仮締切のユニット製作と水上組立の実施により、ブームの長いク

レーンを使用せず、隣接飛行場の空頭制限を侵すことなく、安全な供

用が維持できた。水上組立完了状況を写真-2 に示す。 

水上組立完了後、仮締切下部のバラスト内の注排水・注排気による

浮力調整の結果、仮締切の浮き姿勢の制御及び低水深箇所での水

上運搬が可能となった。水上運搬後、再度、浮力調整を行い、既設構

造物との離隔を確保した。仮締切は台船と係留しており、台船のウイン

チワークにより設置位置まで移動させた。設置位置を測量し確認後、

仮締切下部バラスト内へ注水し、仮締切を設置した。また非出水期に

は樋門本体ゲートの運用を一時休止して仮設ゲートを設置し、湾側・

湖側仮締切を接続することで、戸当り更新部分の耐震化を行うことに成功した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5. まとめ 

注排水により浮力を調整することで、水上組立や水上運搬時の必要吃水の確保を実現し、クレーンを使用せず管理

用道路直下への設置を可能とした。また、仮締切を一括設置することで、樋門前での作業を短時間で実施出来た。 

最後に、仮締切製作・施工にあたり協力頂いた日鉄テックスエンジ（株）・寄神建設（株）をはじめ、当工事に関わる

全ての関係者各位に謝意を表します。 

写真-2 仮締切水上組立・設置状況 

写真-3 仮締切据付状況 

図-3 仮締切設置計画図 

VI-1044 令和5年度土木学会全国大会第78回年次学術講演会

© Japan Society of Civil Engineers - VI-1044 -


